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新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

い
た
だ
き
の
松
の
雪
ふ
る
あ
ら
し
山
春
の
初
め
に
君
と
見
る
か
な

〈
大
意
〉 �

山
の
頂
き
の
松
の
雪
が
降
る
嵐
山
で
春
の
初
め
に
こ
の
景
色
を
君
と
見
る
こ
と
が
あ
る
か
な

〈
作
者
〉 

与
謝
野
晶
子 

（
一
八
七
八
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

与
謝
野
晶
子
歌
集
「
佐
保
姫
」
よ
り
（
岩
波
文
庫
）

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典
（
講
談
社
）、
五
體
字
類
（
西
東
書
房
）、
大
字
典 （
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑
（
書

藝
文
化
新
社
）、広
辞
苑 （
岩
波
書
店
）、古
語
辞
典 （
旺
文
社
） 

な
ど
を
見
た
い
。

　

今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部 �

今
月
の
出
品
期
間
２
月
７
日

（月）
～
２
月
15
日

（火）
必
着

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉 �

も
う
春
に
な
っ
た
と
鶯
が
鳴
い
て
い
る
の
に
な
お
も
降
る
雪
に
埋
も
れ
て
、
杉
の
青
葉

も
真
白
な
逢
坂
の
山
よ
。

〈
出
典
〉 

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
一　

春
歌
上　

一
八

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
降
る
雪
に
杉
の
葉は

白し
ろ

き
逢あ
ふ

坂さ
か

の
山

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

３月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

笠
雲
の
昨よ

夕べ

見
し
不
二
の
い
ち
じ
る
く
寒
け
か
り
し
か
今
朝
の
ま
し
ろ
さ�（
北
原
白
秋
）

か
き
暮く
ら
し
な
ほ
ふ
る
さ
と
の
雪
の
う
ち
に
跡あ
と
こ
そ
見
え
ね
春
は
来き

に
け
り�

（
新
古
今
和
歌
集
四
）

柳
花
深
巷
午
鶏
聲　

桑
葉
尖
新
緑
未
成�

（
宋 

范
成
大
）（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ
）

西
の
方
長
尾
も
あ
ら
ず
目
の
は
て
は
今
降
る
雪
の
ま
ぼ
ろ
し
の
壁�

（
与
謝
野
晶
子
）

今け

日ふ

の
み
と
春
を
思お
も

は
ぬ
と
き
だ
に
も
立
つ
こ
と
や
す
き
花
の
か
げ
か
は�（
凡
河
内
躬
恒
）

西
風
驅
殘
雲�

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

宋 

葉
茵
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉 �

富
士
の
山
は
頂
き
が
白
く
積
も
っ
て
い
る
。
雪
炎
の
立
つ
背
は
真
澄
む
空
が
あ
る
。

〈
作
者
〉 

北
原
白
秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）　　
〈
出
典
〉 

北
原
白
秋
歌
集
（
岩
波
文
庫
）

不
二
ケ
嶺
は
い
た
だ
き
白
く
積
む
雪
の
雪せ
つ

炎え
ん

た
て
り
真
澄
む
後あ
と

空ぞ
ら

漢 
字 
半 
紙

〈
出
典
〉

�  

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

宋 

葉
茵　

有
所
思
』

〈
読
み
〉 

心
は
遠
く
目
は
短
き
を
苦
し
む

〈
大
意
〉 �

心
は
遠
く
馳
せ
る
が
、
目
の
届
く
の
は
ほ
ん
の
近

く
ま
で
。

 

仰
天
有
所
思　

心
遠
目
苦
短　

西
風
驅
殘
雲

 

千
里
月
華
満　
　
　
　

宋 

葉
茵

 

心
遠
目
苦
短

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

榾こ
つ

柮と
つ

烟
無
く
雪
の
夜
は
長
し　

地ち

爐ろ

に
酒
を
煨う
ず

め
て
暖
き
こ
と
湯
の
如
し

〈
大
意
〉 �

切
り
株
に
煙け
む

り
無
く
、
雪
の
夜
は
長
く
感
じ
る
。
地
中
に
切
っ
た
い
ろ
り
に
埋
め
て
燗

を
し
て
あ
る
酒
は
湯
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い
。

〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大　

田
園
四
時
雑
興
』

榾
柮
無
烟
雪
夜
長

地
爐
煨
酒
暖
如
湯

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
）  

か 

な 

半 

紙

春
の
夜
の
闇や
み

は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
香か

や
は
か
く
る
る

〈
大
意
〉

  �

春
の
夜
の
闇
は
ど
う
も
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
。
梅
の
花
の
色
こ
そ
見
え
は
し
な

い
が
、
そ
の
香
は
隠
れ
て
い
る
か
、
い
や
隠
れ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

〈
作
者
〉

  

凡お
ほ
し
か
ふ
ち
の
み
つ
ね

河
内
躬
恒
（
古
今
和
歌
集　

巻
第
一　

春
歌
上
41
）

会
友
～
準
六
段
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真
草
千
字
文
（
關
中
本
）

俊し
ゅ
ん

乂が
い

密み
つ

勿ぶ
つ

し
て
、
多た

士し

寔ま
こ
と

に
寧や
す

し
。
晋し
ん

楚そ

更こ
も

ご
も
覇は

た
り
、
趙ち
ょ
う

魏ぎ

は
横お
う

に
困く
る

し
む
。
途み
ち

を
仮
り
て
虢か
く

を
滅
ぼ
す
。

俊シ
ュ
ン

乂ガ
イ

密ミ
ツ

勿ブ
ツ　

多タ

士シ

寔シ
ョ
ク

寧ネ
イ

　
晋シ
ン

楚ソ

更コ
ウ

覇ハ

　
趙チ
ョ
ウ

魏ギ

困コ
ン

横オ
ウ

　
假カ

途ト

滅メ
ッ

虢カ
ク
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漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
） 『
真
草
千
字
文　

關
中
本
』 

よ
り 「
多
士
寔
寧
」
の
四
字
の
臨
書

　
【
用 

具
・
用 

材
】

筆
＝
永
昌
五
号　

墨
＝
顕
微
無
間

紙
＝
松
雪

（
習
い
方
は
24
ペ
ー
ジ
）

『
真
草
千
字
文
』　

27
ペ
ー
ジ
参
照

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

關
中
本

第
一
四
二
句
目

　

多タ 

士シ 

寔
シ
ョ
ク 

寧ネ
イ

（
多
士
寔
ま
こ
と

に
寧
や
す
ん

ず
）

〈
語　

釈
〉

　

�

多
ハ
衆
ナ
リ
優
ナ
リ
功
勞
多
キ
ノ
謂
ナ
リ
士
ハ
學

以
テ
位
ニ
在
ル
者
ヲ
稱
ス
亦
事
ニ
任
ス
ル
ノ
稱
ナ

リ
寔
ハ
實
ナ
リ
寧
ハ
安
ナ
リ
泰
ナ
リ
是
レ
濟
濟
タ

ル
多
士
位
ニ
在
リ
勤
勉
忠
實
以
テ
國
務
ニ
任
ス
ル

カ
故
ニ
庶
績
能
ク
擧
リ
テ
匹
夫
匹
婦
モ
其
所
ヲ
得

サ
ル
ハ
ナ
ク
國
家
昌
平
ナ
レ
ハ
帝
王
宸
慮
ヲ
労
ス

ル
コ
ト
ナ
ク
寔
ニ
安
寧
ナ
ル
ヲ
謂
フ
ナ
リ
詩
ノ
大
雅

ニ
濟
濟
多
士
、
文
王
以
寧
、
ト
見
ヘ
タ
リ

�

（
落
合
子
健
『
草
書
千
字
文
』
に
よ
る
）

〈
大　

意
〉

　
「
多
士
」
は
、
詩
経
・
大
雅
・
文
王
の
『
多
士

濟
濟
』
に
よ
る
。
立
派
な
人
物
が
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
。
優
れ
た
人
物
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

寔
は
實
、
ま
た
は
正
に
同
じ
。
ま
こ
と
に
。

　

多
く
の
人
材
は
悉
く
王
廷
に
仕
え
、
多
士
濟

濟
と
し
て
天
下
は
誠
に
よ
く
治
ま
る
。

〈
書
き
方
〉

多
…�

「
多
」
の
草
書
の
姿
。
終
り
の
二
画
は
片
仮

名
の
「
メ
」
の
姿
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多

い
。

士
…�

逆
筆
で
突
い
て
書
く
二
画
目
か
ら
三
画
目

な
ど
、
画
数
の
少
な
い
字
の
草
書
の
姿
か

ら
、
筆
遣
い
の
要
領
を
つ
か
ん
で
、
書
き

覚
え
た
い
。

寔
…�

ウ
冠
に
「
是
」
の
草
書
形
を
以
て
表
現
す

る
。

寧
…�

ウ
冠
の
下
は
平
が
な
の
「
ろ
」
を
書
く
が

如
く
に
。

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　
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【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
狼
毫 

中
国
製
筆

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

漢
字
半
紙
（
１
級
～
５
級
）

『
真
草
千
字
文　

關
中
本
』 

よ
り 「
多
士
寔
寧
」
の
四
字
の
臨
書

（
習
い
方
は
24
ペ
ー
ジ
）

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　

27
ペ
ー
ジ
参
照

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

關
中
本

第
一
四
一
・
一
四
二
句
目

　

俊シ
ュ
ン

乂ガ
イ

密ミ
ツ

勿ブ
ツ　

多タ

士シ

寔
シ
ョ
ク

寧ネ
イ

〈
習
い
方
〉

○�

千
字
文
で
基
本
の
筆
遣
い
を
学
ぶ
が
、
同

時
に
漢
字
、
漢
語
の
使
い
方
を
識
る
。

○�

博
覧
強
記
で
沢
山
書
き
覚
え
る
こ
と
が
肝

要
。
ツ
ケ
ペ
ン
等
を
使
い
、
原
稿
用
紙
な

ど
に
原
帖
紹
介
の
楷
書
の
書
き
ぶ
り
と
草

書
の
表
現
の
コ
ツ
を
繰
り
返
し
習
っ
て
み

よ
う
。

○�

課
題
だ
け
を
唯
、
専
ら
に
真
似
し
て
も
、

肝
心
な
運
筆
の
妙
は
把
め
な
い
。
24
頁
の

図
解
を
参
照
の
上
、
運
筆
の
呼
吸
（
１
、

２
、
３
、
４
）
を
体
得
し
た
い
。
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【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
）

「
秋
収
冬
蔵
」
の
四
字
を
書
き
な
さ
い
。「
秋
収
」
ま
た
は
「
冬
蔵
」
の
一
字
或
い
は
二
字
を
書
い
て
の
提
出
も
可
。

�

石 

橋 

鯉 

城 

書　

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

『
真
草
千
字
文
』　

27
ペ
ー
ジ
参
照

千
字
文　

第
六
句
目

　

秋
シ
ュ
ウ 

収
シ
ュ
ウ 

冬ト
ウ 

蔵ゾ
ウ

〈
大　

意
〉

　

秋
は
作
物
を
収
穫
し
冬
に
な
れ
ば
そ
れ
を

蔵
に
し
ま
う
。

〈
解　

説
〉

○�

漢
字
半
紙
で
は
書
法
の
基
本
や
言
葉
を
学

ぶ
為
に
隋
の
智
永
の
「
千
字
文
」
を
学
ん

で
い
る
。
同
じ
楷
書
で
も
今
様
の
日
本
の

書
き
方
に
直
し
て
書
い
て
い
る
。

○�

坐
法
を
正
し
前
傾
姿
勢
で
、
重
心
は
臍
下

丹
田
に
。
身
体
を
使
っ
て
の
運
筆
を
心
掛

け
た
い
。

○�

右
払
い
で
は
左
足
指
を
で
身
体
を
少
し
押

し
上
げ
る
。
左
払
い
は
ゆ
る
や
か
に
、
右

足
指
で
。

〈
書
き
方
〉

秋
…�

禾の
ぎ

偏
と
火
の
組
合
せ
。
相
譲
相
避
で

懐
フ
ト
コ
ロ

を
調
整
。
火
の
三
画
目
は
鋒
先
を

立
て
、
細
目
な
が
ら
紙
面
を
鋒
先
で
切

る
が
如
く
に
。

収
…�

「

」
と
「
又
」
の
組
合
せ
。
筆
順
に

注
意
。
本
字
で
は
「
收
」
と
書
く
。

冬
…�

「

」
と
「 

 

」
の
組
合
せ
。
縦
に
並

ぶ
二
つ
の
点
の
書
き
方
を
知
る
。

蔵
…�

戈か

法ほ
う

で
の
線
が
浮
か
な
い
よ
う
に
留
意
。

草
冠
は
表
現
が
い
ろ
〳
〵
あ
っ
て
有
難

い
。

 
 

（

）
な
ど
。「
臣
」

は
三
呼
吸
五
呼
吸
ぐ
ら
い
で
、
目
を
と

じ
て
も
「
臣
」
と
書
け
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）

　

左
の
『
関
戸
本
古
今
集
』
よ
り
「
裳
可
見
可
は
」
か
ら
「
な
見
も
こ
要
な
無
」
ま
で
の
六
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。

（
原
寸
）

裳も

可が

見み

可が

は
能の

ほ
連れ

盤ば

く
多だ

る
／
い
な
船
の
い
奈な

尓に

は
あ
ら
春ず

こ
の
月
／
盤ば

可か

梨り

き
三み

を
お
支き

て
あ
多だ

し
こ
ゝ
ろ
を
わ
可が

／
裳も

多た

盤ば

春す

衛ゑ

の
松
山
な
見み

も
こ
要え

／
な
無む

〈
読 

み
〉

も
が
み
川が
は　

の
ぼ
れ
ば
く
だ
る

い
な
舟ふ
ね

の　

い
な
に
は
あ
ら
ず

こ
の
月
許ば
か
り

君
を
お
き
て
あ
だ
し
心
を
わ
が

も
た
ば 

末す
ゑ
の
松
山
浪な
み

も
こ
え
な
む

〈
大 

意
〉

　

最
上
川
を
上
っ
た
り
下
っ
た
り

す
る
稲い
な

舟
・
・

の
名
の
よ
う
に

・
・

、
否い
な

（
嫌
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

だ
こ
の
月
だ
け
は
待
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

あ
な
た
を
さ
し
お
い
て
、
他
の

人
に
心
を
移
す
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
な
ら
ば
、
あ
の
末
の
松
山

を
波
が
越
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
（
そ
ん
な
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
）。

（
古
今
集
巻
二
十

�

東
歌

1092
・

1093
）

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

〈
解 

説
〉

　

今
月
も
、
関
戸
本
「
み
ち
の
く

う
た
」
か
ら
先
月
号
の
課
題
歌
の

続
き
二
首
を
臨
書
し
ま
す
。
ま
ず

墨
色
の
変
化
そ
し
て
余
白
と
渇
筆

や
太
細
が
見
事
に
組
み
合
わ
さ
れ

た
美
し
い
か
な
の
流
れ
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。
大
体
、
墨
の
つ
け
始
め

は
太
く
、
漸
次
墨
量
が
少
な
く
な

る
に
つ
れ
て
細
く
な
り
ま
す
が
、

太
い
な
か
に
も
細
線
、
細
線
の
な

か
に
も
太
い
線
が
あ
り
ま
す
。
一

字
の
な
か
、
一
つ
の
連
綿
線
の
な

か
に
抑
揚
・
緩
急
・
上
下
動
等
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
て
、
多

彩
な
変
化
を
つ
け
流
麗
な
躍
動
を

表
現
し
て
い
ま
す
。（
拡
大
図
参

照
）
こ
の
リ
ズ
ム
感
を
何
回
も
書

く
事
で
体
得
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
八
尋
光
華
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

細
お
だ
や
か
に

包
み
こ
む

細
く

つ
よ
い

空
間

筆
を
立
て

細
線

中
太
の

太
い
線

か
ぶ
せ
る

よ
う
に

中
太

え
ぐ
る
よ
う
に

大
き
く
回
る

弾
力
の
あ
る
太
い
線
、
筆
の
腹
を
使
い

か
ぶ
せ
る
よ
う
に

行
頭

行
尾

行
の
中
は

墨
も
お
と
し
て

ひ
か
え
め
に
始
ま
る

リ
ズ
ム
よ
く

高
ま
り
を
表
現

静
か
に
流
れ
る

紙
に
く
い
こ
ん
だ
細
線

筆
圧
を
（
一
字
の
中
に
太
細
が
あ
る
難
し
い
運
筆
な
の
で
）

し
っ
か
り
と
手
本
を
み
て
か
け
る
よ
う
に

拡
大
図
参
照

太
く
て
も
引
き
締
ま
っ
た
線

弱
く
な
ら
ぬ
様
に

三
本
の
線
の
変
化

こ
の
線
に

「
こ
」
の

踊
り
字
が

あ
り
ま
す

呼
応

折
り
返
し
の
際

た
だ
筆
先
を
回
す
の
で
は
な
く

鋒
先
全
体
を
裏
返
す

（
面
が
変
わ
る
）

反
動
し
つ
つ
鋒
先
を
一
本
に
ま
と
め

面
を
返
し
て
着
地
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か
な
半
紙 

（
1
級
～
５
級
）

　

左
の
図
版
の
「
若
菜
つ
む
」
か
ら
「
雪
の
む
ら
き
え
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

安
東
聖
空 
「
梅
雪
色
紙
帖
」

若
菜
つ
む
曽そ

て
と
所ぞ

見
ゆ
る
可か

す
可が

能の

ゝ

と
布ぶ

ひ
能の

ゝ
遍べ

の

雪
の
む
ら
き
え

〈
読 

み
〉

若
菜
つ
む
袖
と
ぞ
見
ゆ
る

か
す
が
野
の
飛
火
の

野
辺
の
雪
の
む
ら
ぎ
え

〈
大 

意
〉

若
菜
を
摘
む
人
々
の
袖
か
と
ば
か

り
見
え
る
こ
と
だ
。

春
日
野
の
飛
火
の
野
辺
の
雪
の
む

ら
消
え
は
。

（
新
古
今
和
歌
集 

巻
第
一

�

春
歌
上
13
）
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
～
５
級
）	

〈
参
考
作
品
〉

�

（
甲
谷
景
子
臨
）

〈
解 

説
〉

　

今
月
か
ら
和
歌
一
首
を
散
ら
し
書
き
し
ま
す
。

　

散
ら
し
書
き
は
、
か
な
書
き
独
特
の
表
現
法
で
、
漢
字
の
書
道

に
は
な
い
も
の
で
す
。
行
の
長
さ
や
行
間
な
ど
を
変
化
さ
せ
た
上

で
、
全
体
が
呼
応
し
響
き
合
う
よ
う
に
調
和
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
空
間
の
生
か
し
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

�

（
甲
谷
景
子
）

ポ
イ
ン
ト

①�

構
成
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

　

�

上
の
句（
五
・
七
・
五
）と

下
の
句（
七
・
七
）の
二

群
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

②�

墨
色
の
変
化
で
奥
行
き
の
あ
る

作
品
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

隣
り
合
う
行
が
同
じ
墨
量
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

③�

行
書
き
す
る
前
に
、
変
体
が
な

の
単
体
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

　

※
布
（
ふ
）
の
書
き
方

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

墨
を
減
ら
す

所 

「
穴
」は
つ
ぶ
す

墨
量
は
少
な
め
に

可

間
を
し
っ
か
り
と
る

同
じ
語
の

繰
り
返
し
の
「
ゝ
」

布

遍

墨
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
く

軽
く

少
し
傾
け
て

全
体
を
見
て

ち
ょ
う
ど
い
い
位
置
に

ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
で

書
く
こ
と
が
大
切

含
墨

少
し
含
墨含

墨

⑴

  

⑵

 

⑶ 
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か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
）　　
　

　

左
の
図
版
の
「
や
末
ふ
可
三
」
か
ら
「
式
子
内
親
王
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

や
末ま

ふ
可か

三み

者は

る
と
も　

し
ら
ぬ
末ま

つ
の
と
尓に

た
え
ゝ
ゝ
可か

ゝ
る
ゆ
支き　

能の

多た

万ま

水み
づ　

式
子
内
親
王

【
用
具
・
用
材
】　

 

筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 

墨
＝
か
な
用
和
墨 

 

紙
＝
か
な
用
半
紙

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

〈
出 

典
〉 

梅
雪
か
な
帖
中

（
新
古
今
和
歌
集 

巻
第
一 

春
歌
上
３
）

〈
読 

み
〉

山
深
み　

春
と
も
知
ら
ぬ

松
の
戸
に　

た
え
だ
え
か
か
る

雪
の
玉
水　

式し
ょ
く
し
な
い
し
ん
の
う

子
内
親
王

〈
大 

意
〉

　

山
が
深
い
の
で
春
だ
と
も
わ
か
ら

な
い
庵い
お
り

の
松
の
戸
に
、
と
ぎ
れ
と
ぎ

れ
に
落
ち
か
か
る
美
し
い
雪
の
雫し
ず
く

よ

〈
解 

説
〉

　

今
月
は
、
和
歌
一
首
と
そ
の
作
者

を
、
基
本
の
形
式
の
四
行
書
き
に
し

ま
す
。

　

四
行
書
き
で
は
、
行
間
は
ほ
ぼ
均

等
で
、
行
の
長
さ
は
四
行
目
だ
け
が

短
く
、
そ
の
下
に
作
者
名
を
少
し
小

さ
い
文
字
で
入
れ
ま
す
。

　

初
め
に
和
歌
を
読
ん
で
、
大
意
・

言
葉
・
変
体
が
な
の
書
き
方
な
ど
を

予
め
理
解
し
て
お
き
ま
す
。

　

先
月
ま
で
の
連
綿
の
練
習
と
は
、

紙
面
全
体
の
流
れ
が
あ
る
点
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
墨
量
の
変
化
（
潤

渇
）
を
よ
く
観
察
し
て
か
ら
書
き
始

め
ま
し
ょ
う
。
含
墨
の
位
置
ま
で
墨

を
継
が
ず
に
書
け
る
よ
う
に
、
墨
の

量
を
上
手
に
調
整
し
て
下
さ
い
。

�

（
川
島
史
子
）
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新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　
　
参
考
手
本
　
※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

永 

井 

香 

樹 

書

学
問
と
は
問
う
こ
と
を
学
ぶ
修
業
で
あ
る
　
幼
年
少
年
期
こ
そ
自
分
で
学
ぶ
年
齢
だ

〈
出 

典
〉

　「
生
き
方
の
研
究
」

〈
作 

者
〉

　�

森
本
哲
郎

�

（
一
九
二
五
～
二
〇
一
四
）

○�

二
群
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

○�

前
群
は
や
や
大
き
め
に
し
て
、
後

群
は
少
し
小
さ
め
に
し
ま
し
た
。

○�

前
群
を
や
や
小
さ
め
に
し
て
、
後

群
を
少
し
大
き
め
に
し
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

○�

文
字
の
大
き
さ
に
よ
り
、
行
間
の

広
狭
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

○�

「
学
」
は
旧
字
体
を
使
い
ま
し
た
。

○�

「
年
齢
」
は
「
年
令
」
で
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　
筆
＝
八
号
　
全
部
お
ろ
す

　
墨
＝
和
墨

　
紙
＝
手
漉
漢
字
用
半
紙
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新
和
様
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）　
参
考
手
本
　
※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

石 

橋 

鯉 

城 

書

〈
大 

意
〉

　
寒
さ
ゆ
え
襟
巻
も
と
ら
ず
に
火
種

を
掻
き
な
が
ら
捜
す
。

〈
解 

説
〉

○�

「
襟
」
は
衣
偏
に
「
禁
」
で
縦
の

線
の
四
本
の
線
が
目
立
ち
、
固
く

な
る
の
で
、〝
斜
〟
に
構
え
て
い
る
。

○�

「
と
ら
ず
に
」
を
細
め
に
一
行
に

添
え
た
。

○�

章
法
は
第
一
群
と
第
二
群
に
分
け

て
、
そ
の
間あ
い
だ

に
、
餘
白
を
置
い

て
「
風
」
の
通
り
を
よ
く
し
、
次

の
展
開
へ
気
持
ち
の
備
え
を
す
る
。

○�

〝
さ
ぐ
る
火
種
哉
〟
を
、
添
え
書

き
の
如
く
、
墨
量
も
少
な
く
、
軽

や
か
に
定
着
。（

習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　
筆
＝
冬
紫
毫

　
墨
＝
善
璉
湖
筆

　
紙
＝
天
保
九
如

襟
巻
も
と
ら
ず
に
さ
ぐ
る
火
種
哉か
な�

〈
作 

者
〉
永
井
荷
風
（
一
八
七
九
～
一
九
五
九
）
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�

石
橋
鯉
城
書

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本
　
※��

新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
対
象
。
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。 

　
　
　
信
濃
路
の
寒
さ
は
つ
ゞ
く
雪
間
草
　
春
の
日
ざ
し
と
も
え
い
で
に
け
り
　
　〈
作 

者
〉
岡お
か

　
麓ふ
も
と（
一
八
七
七
～
一
九
五
一
）

　
　
　
　
　〈
大 

意
〉�

信
濃
路
の
冷
え
こ
み
は
続
い
て
い
く
。
そ
こ
に
雪
間
草
が
萌
え
、
春
の
日
差
し
に
育
っ
て
い
た
。

【
用
具
・
用
材
】

　
筆
＝
山
猫
毛
筆

　
墨
＝
顕
微
無
間

　
紙
＝
四
尺
單
宣
（
半
切
）

〈
解
説
〉

○�

漢
字
は
大
切
な
語
句
な
の
で
強
め
に
大
小

の
変
化
を
考
え
て
平
仮
名
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
流
し
た
い
。

○�

こ
の
歌
は
〝
萌
え
〟
の
感
じ
を
読
み
と
ら

な
い
と
何
を
書
き
留
め
て
い
る
の
か
分
明

な
ら
ず
。
こ
う
し
た
課
題
は
よ
く
読
ん
で

漢
字
を
思
い
浮
べ
て
書
く
と
よ
い
。�

「
続
く
」「
日
差
し
」「
萌
え
出
で
」
な
ど
。

�

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て 

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　

独
立
部

大
き
め

小
さ
め
にま

と
め

余
白

春
は
渇
筆
で
伸
び
や
か
に
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（
丹
楊
県
開
国
）
侯
眞
卿
。
以
淸
酌
庶
羞
。
祭
于　

亡
姪
贈
贊
善
大
夫
季
明
之
靈
。
曰4　

惟
爾
挺
生
。
夙
摽
幼
德
。
宗
庿
瑚
璉
。　

階
庭
蘭
玉
。
毎
慰

人
心
。
方
期
戩
穀
。
何
圖
逆
賊
閒　
（

。
稱
兵
犯
順
。）

（
丹
楊
県
開
国
）
侯　

真し
ん

卿け
い

、
清せ

い

酌し
や
く

庶し
よ

羞し
ゆ
う

を
以も

つ

て
、
亡ぼ

う

姪て
つ

・
贈
賛
善
大
夫　

季き

明め
い

の
霊
を
祭
る
。
惟お

も

う
に　

爾な
ん
じ　

挺て
い

生せ
い

し
、
夙つ

と

に
幼よ

う

徳と
く

を
摽あ

げ
、
宗そ

う

廟び
よ
う

の

瑚こ

璉れ
ん

、
階か
い

庭て
い

の
蘭ら
ん

玉ぎ
よ
く

た
り
。
毎つ
ね

に
〔
人じ
ん

心し
ん

を
〕
慰な
ぐ
さ

め
、
方ま
さ

に
戩せ
ん

穀こ
く

を
期き

す
。
何な
ん

ぞ
図は
か

ら
ん　

逆ぎ
や
く

賊ぞ
く　
（
釁す
き

を
）
間う
か
が

い
、（
兵
を
称あ

げ
順
を
犯お
か

さ
ん
と
は
。）

祭
姪
文
稿
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漢
字
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　

祭
姪
文
稿
よ
り
「
祭
于
」
か
ら
「
挺
生
」
ま
で
を
臨
書
し
な
さ
い
。�

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

林 田 香 濤 臨

漢
字
条
幅 （
１
級
～
10
級
） 　

参
考
手
本�

　
　
　
　

 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

小 久 保 嶺 石 書

　

可
憐
驄
馬
史

　
　
　
〈
読 

み
〉
憐あ
わ

れ
む
べ
し
驄そ
う

馬ま

の
史　
　
〈
作 

者
〉
陳
子
昂
（
六
六
一
〜
七
〇
二
）

　
　
　
〈
大 

意
〉
後
漢
の
桓
典
が
侍
御
史
に
な
っ
て
、
白
髪
に
な
っ
た
今
で
も
驄
馬
に
乗
っ
て
い
る
の
は
憐
れ
。

　

祭
于
亡
姪
贈
贊
善
大
夫　

季
明
之
靈
曰
惟
爾
挺
生

　
　
　
〈
時 

代
〉
唐
（
七
五
八
年
）

　
　
　
〈
大 

意
〉
今
は
亡
き
姪お
い

の
贈
賛
善
大
夫
で
あ
っ
た
季
明
の
霊
を
祭
る
。
私
は
思
う
。
お
前
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
傑
出
し
て
い
る
。

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）

（
丹
楊
県
開
国
）
侯　

真し
ん

卿け
い

、
清せ
い

酌し
や
く

庶し
よ

羞し
ゆ
う

を
以も
つ

て
、
亡ぼ
う

姪て
つ

・
贈
賛
善
大
夫　

季き

明め
い

の
霊
を
祭
る
。
惟お
も

う
に　

爾な
ん
じ　

挺て
い

生せ
い

し
、
夙つ
と

に
幼よ
う

徳と
く

を
摽あ

げ
、
宗そ
う

廟び
よ
う

の

瑚こ

璉れ
ん

、
階か
い

庭て
い

の
蘭ら
ん

玉ぎ
よ
く

た
り
。
毎つ
ね

に
〔
人じ
ん

心し
ん

を
〕
慰な
ぐ
さ

め
、
方ま
さ

に
戩せ
ん

穀こ
く

を
期き

す
。
何な
ん

ぞ
図は
か

ら
ん　

逆ぎ
や
く

賊ぞ
く　
（
釁す
き

を
）
間う
か
が

い
、（
兵
を
称あ

げ
順
を
犯お
か

さ
ん
と
は
。）
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か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

　
（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

 中 村 清 徳 書

か
な
条
幅 （
１
級
～
10
級
）　

参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

雪
と
希け

て　

村
一
葉ぱ

意い

乃の

子
登ど

も
哉

　
　
　
〈
読 

み
〉
雪
と
け
て
村
一い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
哉か
な　
　
〈
出 

典
〉
小
林
一
茶
（
一
七
六
三
～
一
八
二
八
）

　
　
　
〈
大 

意
〉�

雪
ど
け
と
と
も
に
、
子
ど
も
ら
が
ど
っ
と
戸
外
に
飛
び
出
し
て
き
た
。
ど
の
子
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
。�

村
に
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
子
供
が
い
た
の
か
と
、
驚
く
ば
か
り
だ
。

内 堀 信 嶺 書

　

人
は
移い

さ
心
も
し
ら
す
ふ
る
散さ

と
盤は　

花
楚ぞ

む
可か

志し

能の

香か

迩に

ゝ
本ほ

日ひ

介け

流る

　
　
　
〈
読 

み
〉�

人ひ
と

は
い
さ
心こ
こ
ろ

も
知し

ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花は
な

ぞ
む
か
し
の
香か

に
に
ほオ

ひイ

け
る　
〈
出 

典
〉　

古
今
集　

巻
一
・
春
歌
上
42　

紀
貫
之
（
百
人
一
首
35
）

　
　
　
〈
大 

意
〉�

あ
な
た
は
い
か
に
も
わ
た
し
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
が
、
さ
あ
ど
う
だ
か
、
こ
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。�

し
か
し
昔
な
じ
み
の
こ
の
里
は
す
こ
し
も
変
わ
ら
ず
、
梅
の
花
は
昔
の
ま
ゝ
の
香
を
漂
わ
せ
て
、
わ
た
し
を
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
で
す
よ
。

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）



教
室
名

氏　

名

月

別

出
品
券

を
貼
る

切りとって提出してください（コピーも可）

・�月別出品券（69 ページ）とバーコード出品券（段級欄に「実用」
と記入）を左下に貼付してください。

実
用
書 

（
随
意
課
題
）

　

梅
雪
手
紙
帖
よ
り
（
安
東
聖
空
）

○�

出
品
用
紙
は
、
下
側
に
示
し
た
清
書
用
紙
で
も
、 

こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
書
い

て
も
結
構
で
す
。 

洋
紙
に
書
く
こ
と
を
こ
こ
で
は
原
則
と
し
ま
す
。 

（
今
月
号
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）

昨
日
八は

わ
ざ
〳
〵
御
見
送
り
い
多た

だゞ

き
ま
こ
と
尓に

有
利り

可が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

於お

可か

げ
様
で
今
朝
定
時
尓に

着
驛
い
多た

し
ま
志し

天て

只
今
恙
な
久く

宅
尓に

歸
利り

ま
し
た

参
考
の
小
筆

・
玉
梓

・
選
毫
圓
健
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  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。

123456

不二細字研究室　（会友〜１級）　　　国寶　法隆寺傳來細字法蕐經（擴大率二倍） 

（
而
白
）

佛
言
。
世
尊
。
世
尊
犹
故
在
世
。
爾
時
日
⺼
淨
明

德
佛
。
吿
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
。
善
男
子
。
我
涅

槃
時
到
。
滅
盡
時
至
。
汝
可
安
施
床
座
。
我
於
今

夜
。
當
般
涅
槃
。
又
勅
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
。
善

男
子
。
我
以
佛
法
。
囑
累
於
汝
。
乁
諸
菩
薩
。
大
弟

子
。
幷
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
。
亦
以
三
千

仏
に
（
白も
う

し
て
）
言も
う

す
。『
世
尊
よ
、
世
尊
は
猶な

故お

世
に
在い
ま

す
や
』
と
。
そ
の
時
、
日
月
浄
明

徳
仏
は
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
に
告
げ
た
も
う
『
善
男
子
よ
、
わ
れ

涅ね

槃は
ん

の
時
到
り
、
滅
尽
の
時
至
れ
り
。
汝
よ
、
牀
じ
ょ
う

座ざ

を
安し
ず

か
に
施も
う

く
べ
し
。
わ
れ
今

夜
に
お
い
て
当
に
般は
つ

涅ね

槃は
ん

す
べ
し
』
と
。
又
、
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
を
勅い
ま
しめ
た
も
う

『
善
男
子
よ
、
わ
れ
仏
の
法
を
以
っ
て
汝
に
嘱ぞ
く

累る
い

す
、
及
び
諸
の
菩
薩
・
大
弟
子

幷
び
に
阿あ

耨の
く

多た

羅ら

三さ
ん

藐み
ゃ
く

三さ
ん

菩ぼ

提だ
い

の
法
を
も
な
り
。
亦
、
三
千
大
千
の

家〜白の百九十二字を清書して出品。

（1-6）（2-9）（3-5）（3-12）

　
こ
の
経
文
は
国
宝
と
し
て
明

治
11
年
に
法
隆
寺
か
ら
皇
室
に

献
納
さ
れ
た
宝
物
。

　
お
そ
ら
く
写
経
を
拝
見
す
る

と
同
時
に
、
実
際
に
浄
写
去
れ

る
皆
様
に
と
っ
て
、
ひ
た
す
ら

荘
厳
な
雰
囲
気
に
浸
れ
る
喜
び

満
足
感
も
味
わ
っ
て
お
ら
れ
る

に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

経
文
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な

釈
迦
牟
尼
の
涅
槃
の
場
面
を
語

る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
着
目
し

た
い
。

　
ま
さ
に
僧
侶
が
仏
教
を
信
仰

す
る
心
境
や
そ
の
有
り
様
が
彷

彿
と
し
て
来
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
お
互
い
に
学
習
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

〈
解
　
説
〉

浅 

野 

秋 

月
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全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。 

清
書
の
氏
名
の
後
に 「
謹
寫
」 

ま
た
は 「
敬
寫
」 
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。

789101112

大
千
七
寶
世
界
。
諸
寶
樹
寶
臺
。
乁
給
侍
諸
天
。

悉
付
於
汝
。
我
滅
度
後
。
所
有
舍
利
。
亦
付
囑
汝
。

當
令
流
布
。
廣
設
供
養
。
應
起
若
干
千
塔
。
如
是

日
⺼
淨
明
德
佛
。
勅
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
已
。

於
夜
後
分
。
入
於
涅
槃
。
爾
時
一
切
衆
生
喜
見

菩
薩
。
見
佛
滅
度
。
悲
感
懊
惱
。
戀
慕
於
佛
。
卽
以

（
海
此
岸
。
栴
檀
爲

。）

七し
つ

宝ぽ
う

の
世
界
・
諸
の
宝
樹
・
宝
台
及
び
給
き
ゅ
う

侍じ

の
諸
天
を
以
っ
て

悉
く
汝
に
付さ
ず

く
。
わ
が
滅
度
の
後
、
所あ
ら

有ゆ

る
舎し
ゃ

利り

も
亦
、
汝
に
付
嘱
す
。

当
に
流る

布ふ

せ
し
め
て
広
く
供
養
を
設
く
べ
し
。
応
に
若そ
こ

干ば
く

の
千
の
塔
を
起
つ
べ
し
』と
。
か
く
の
如
く
、

日
月
浄
明
徳
仏
は
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
を
勅い
ま
しめ
已
り
て
、

夜
の
後ご

分ぶ
ん

に
涅
槃
に
入
り
た
ま
え
り
。
そ
の
時
、
一
切
衆
生
喜
見

菩
薩
は
仏
の
滅
度
を
見
て
、
悲か

感な

し
み
懊な

悩や

み
、
仏
を
恋
慕
し
た
て
ま
つ
り
、
即
ち

（
海か
い

此し

岸が
ん

の
栴
檀
を
）
も
っ
て
（つ
み
き
と
な
し
、）

（11-3）（12-11） （9-8） （5-7）（6-4）（７-11）（8-6） （4-5）



24

（石橋鯉城）

課 　題 　解 　説
漢字半紙　五段～準初段 （真草千字文）

今月の出品期間
２月７日（月）～２月 15 日（火）必着

漢字半紙　1級～5 級 （真草千字文）

（石橋鯉城）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
）

▼
随
意
…�

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○�

作
品
は 「
半
紙
横
1/2」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

梅
迎
臘

▼
随
意
…
左
に
示
す
平
が
な
に
運
筆
の
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
生イ
ノ
チ命
あ
る
字
に
仕
立
て
な
さ
い
。

�

（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
「
寸
」
を
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛
筆
で

記
入
の
こ
と
。

す
←月別出品券

←バーコード

←―― 　35cm  ――→

←
―　

34 

cm　

―
→

不
二
篆
刻
研
究
室〈

読
み
〉
梅 

臘ろ
う

を
迎む
か

う

〈�

大
意
〉�

梅
が
二
月
頃
に
花
咲
く
こ
と
を
い
う

〈
読
み
〉�

セ
イ

〈
意
味
〉�

さ
か
ん

〈
お
す
す
め
の
用
紙
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・
段
級
を

鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

盛
←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

▼
規
定
…
左
に
示
す
漢
字
を
一
筆
書
と
し
て
墨
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く「
書
」し
な
さ
い
。

�

（
書
体
自
由
） 

一 

字 

書

○�

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

1

２

３
４

小

縦
横
画
の
起
筆
は
△
に
つ
く
る

大

伸
び

 

や
か
に

指
で
鋒
先
を
突
き（
指
法
）

手
首
を
返
し（
俯
仰
法
）て
書
く
型
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漢字半紙　６級～10 級 

新和様半紙　五段〜準初段

かな半紙　６級～10 級

新和様半紙　1級～10 級

（石橋鯉城）

（永井香樹）（石橋鯉城）

（川島史子解説）

指
法
で

リ
ズ
ム
よ
く

細
く
強
靭
な
線

逆
筆
で筆

を
置
く
だ
け

中
心

逆
筆
で

「
こ
」
の
よ
う
に

向
か
い
合
う

大
き
く
強
く

小
さ
め
に
添
え
る

あ　

け　

る

加
墨
し
て

高
い
位
置
か
ら
流
す

一
つ
の
塊
と
し
て

表
現
を

・
太
さ
・
墨
量
は
短
い
線
・
中
心
に
近
い
線
に
も
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。

・
墨
量
は
隣
り
に
並
ば
な
い
よ
う
に
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

・�

文
字
の
大
き
さ
に

見
合
う
行
間
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

ま（
末
）
し
っ
か
り

連
綿

下
か
ら
受
け
る

ト
ン
と
入
れ
る墨
を
減
ら
し
て
い
く

「
可
」の
一
画
目

か（
可
）
み（
三
）

中
太

二
画
目
は

横
画
の

上
へ
出
す

は（
者
）し
っ
か
り

　

連
綿
る（
留
）

ま（
末
）

様
子
を

変
え
る

連
綿
か
ら「
尓
」

の
一
画
目
へ

違
い
を
確
認

に（
尓
）

き（
支
）

短
く
て
も
中
太

下
か
ら
受
け
る

か（
可
）
踊
り
字
る（
留
）

上
の
二
字
を
繰
り
返
す

踊
り
字

の（
能
）

た（
多
）
ま（
万
）

水

◎

◎

◎

1

1
２

２

３

４

５

６

７

起
筆
は
鋒
先
を
上
に
し
て
す
っ
と
入
る
。

○
は
、
筆
を
し
っ
か
り
当
て
て
面
を
返
す
。

◎
含
墨
の
目
安
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漢
字
条
幅　

１
級
～
10
級

（
小
久
保
嶺
石
）

○�

五
文
字
作
品
と
し
て
の
体
裁
を
考
え
、
構
成
の

上
で
文
字
の
字
形
・
墨
色
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に

留
意
す
る
。

○�

東
晋
王
羲
之
や
黄
庭
堅
、
犀
水
千
字
文
な
ど
を

参
考
に
す
る
。

可
…�

含
墨
し
て
横
画
の
起
筆
を
強
く
重
め
に
書
く
。

憐
…�

「
り
っ
し
ん
べ
ん
」
を
狭
い
間
隔
で
書
き
、

旁
を
広
め
に
表
現
す
る
。

驄
…�

馬
へ
ん
に
驄
の
旁
を
忩
と
略
化
し
た
表
現
だ

が
「
大
き
く
重
め
に
」
書
く
。

馬
…�

偏
旁
二
字
の
文
字
に
続
く
の
で
、
中
央
に

し
っ
か
り
と
。

史
…�

口
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
人
字
型
を
伸
び

や
か
に
表
現
し
た
い
。

○�

落
款
の
位
置
と
落
款
印
に
留
意
し
な
が
ら
、
作

品
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
仕
上
げ
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
中
鋒　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

漢
字
条
幅　

五
段
～
準
初
段

（
林
田
香
濤
）

祭
姪
文
稿
臨
書 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ

　
　
「
祭さ

い

姪て
つ

文ぶ
ん

稿こ
う

」（
七
五
八
年
）
は
顔
真
卿
の
代

表
的
な
書
で
、
三
稿
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
率
意
の
書
の
も
つ
変
化
に
富
ん
だ
用
筆
や
造

形
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

○�

ゆ
っ
た
り
と
し
た
呼
吸
で
、
抑
揚
（
太
細
）
の

変
化
を
加
え
て
い
こ
う
。

○�

向
勢
で
文
字
の
懐

ふ
と
こ
ろの
広
い
字
形
を
心
掛
け
よ
う
。

○�

運
腕
を
大
き
く
伸
び
や
か
に
表
現
し
よ
う
。

※�

感
情
の
激
し
た
そ
の
心
情
が
出
て
い
る
部
分
。

そ
の
運
筆
を
大
切
に
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
長
鋒　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
内
堀
信
嶺
）

○�

上
五
を
一
行
と
し
、
以
下
を
一
行
と
し
て
、
伸

び
の
び
と
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
賑
や
か
さ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
行
構
成
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

○�

行
構
成
上
、
二
行
が
左
右
に
片
寄
ら
な
い
よ
う

に
留
意
し
た
。

○�

墨
継
ぎ
の
位
置
と
墨
量
に
留
意
し
、
運
筆
の
リ

ズ
ム
を
大
切
に
し
て
み
た
。

※
左
記
の
課
題
解
説
も
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
条
幅
用
筆　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
画
仙
紙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
中
村
清
徳
）�

　

原
文
の
ま
ゝ
む
ず
か
し
い
変
体
が
な
も
入
れ
ず

に
単
々
と
運
筆
。
墨
色
の
変
化
で
作
品
を
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。
線
の
深
さ
・
線
の
動
き
で
変
化
を
表

現
し
た
い
も
の
で
す
。
特
に
一
行
目
縦
画
が
多
く

単
調
に
な
ら
ぬ
よ
う
。

　

二
行
目
渇
筆
で
大
き
く
展
開
の
び
〳
〵
と
運
筆

を
！　

結
句
の
入
墨
多
過
ぎ
ぬ
よ
う
留
意
を
！

行
間
の
変
化
さ
わ
や
か
に
ま
と
め
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
条
幅
用
筆　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
和
画
箋

1
２

３

含
墨

斜
め
に
細
く

起
筆
を

逆
筆

に
て

強
く

壬　

  

寅　

  

春　

  

日

落
款
の
位
置
に
留
意
を

重
く
大
き
く

旁
は
広
く

　

太
細
の
変
化
を

概
形
は
台
形

中
央
の
縦
画
が
軸
に

下
は
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を

丸
味

や
ゝ
細
く
軽
快
に

活
動
的
に

小

小

太
く
し
っ
か
り
と

細
く
活
動
的
に

上
五
、
ゆ
っ
た
り
と
、
次
第
に
軽
快
に

運
筆
の
リ
ズ
ム
大
切
に

○
印
を
基
点
に
中
心
移
動

蔵
鋒
で
入
る余

白

蔵
鋒
で
入
り
タ
テ
画

　
　
　
　
　

し
っ
か
り
表
現

の
び
や
か
に

渇
筆
で
大
ら
か
に

　

思
い
き
っ
て
運
筆

引
き
締
め
を

引
き
締
め
を

深
い
線
を
！
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